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区役所 〒154-8504 世田谷区世田谷4-21-27 

マーク
概要

区の手続きや施設・イベント案内は せたがやコール（午前8時～午後9時  年中無休）

●問合せフォーム☎03-5432-3333 FAX03-5432-3100

せ
た

がや
コール

区HP 25858

電話・FAX番号の市外局番「03」を省略して記載しています。

対＝対象（特記ない場合、どなたでも） 日＝日時・日程　場＝会場　講＝講師　費＝費用（特記ない場合、無料）
他＝ほかの情報（「保育可」は生後5か月以上で首がすわっている子～未就学児が対象） 申＝申込方法（特記ない場合、
発行日時点で申込可） 問＝問合せ先　区HP 00000 ＝区のホームページの検索メニュー ページIDから探す  へ
番号入力でページを表示　 ＝要件を満たすとせたがやPayのポイントがもらえます　

放送日時／10月4日㈰・11日㈰午前11時30分～正午 ※11日は4日の再放送。
問広報広聴課 ☎5432-2009 FAX5432-3001 区HP 6253メ ガ

ヘルツ

エフエム世田谷
FMラジオ83.4 区長の談話室

令和8年（2026年）10月1日

実は、里親に特別な資格は必要ありません！

実は、世田谷区で子どもを受け入れる里親家庭が足りていません。

子どもを中心とした「チーム養育」で、 関係機関と協働しながら子どもを育んでいます。 ほかにも次のようなサポートがあります。

〜様々な預かり方の例〜
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実は、子どもの育ちを支えるサポートがたくさん！ 里親支援センターは365日開所しています！

〜様々な預かり方の例〜〜様々な預かり方の例〜〜様々な預かり方の例〜

実は、子どもは数日間〜数か月間だけ、里親家庭で暮らすこともあります。

知 っ て い ま す か ？

里 親 制 度 の『 意 外 な ホ ン ト 』

「もう少し詳しく話をききたい」 「里親登録に向けて個別に相談したい」
里親制度に関わるイベントを毎月開催しています。

様々な方が里親として活躍しています
●共働きの方　●自身のお子さんを子育て中の方
●子育て未経験の方　●50～60代以上の方
●独身の方（同居する20歳以上の方がいる、
もしくは養育経験がある等の条件があります）

施設や里親のもとで生活している区内の子どもは132人。
（令和8年（2026年）3月31日現在）

生まれ育った家庭で暮らせない理由は様々。
●保護者の死亡や行方不明 ●保護者の疾患や入院
●子どもの言動や障害等への対応困難　●虐待　等

児童相談所と里親支援センターがサポート
子どもを迎えた後も、公的機関である児童相談所と
専門性のある里親支援センターがサポートします。

例❶  1泊2日（レスパイト・ケア）
里親家庭で生活する小学生が、親戚の家に泊
まりに行くような感覚で別の里親家庭に週末
などにお泊り。

例❷  数か月
保護者の体調が悪化。回復後サ
ポート体制を整えたうえで、元
の家庭へ。

例❸  数年
「しつけ」と称して虐待を受けていた小学生。保
護者が適切な対応方法を学び、交流を重ねたう
えで元の家庭へ。

せたがや若者フェアスタート
里親家庭等を巣立つ若者など、親を頼ることが
できない若者への「給付型奨学金」「資格等取得
支援」「家賃支援」「医療費支援」を行っています。

経済的サポート
生活にかかる費用などの子育てに必要な
経費をお支払いします。

せたエール
里親家庭等を巣立つ若者など、親を頼るこ
とができない若者の居場所・相談場所です。
（下北沢から経堂へ移転しました）

育児家事援助者の派遣
子どもの年齢や状況に応じ、育児や
家事をサポートします。

里親登録のための主な要件
動機が「子どものため」を目的としていること
心身ともに健全であること
経済的に困窮しておらず、世帯収入額が生活保護

　 基準を上回っていること　等

▲ ▲ ▲

里親って？ 説明会（オンライン説明会）　10月17日㈯
●制度について詳しく知りたい！

ぜひ、SNSのフォロー・友だち追加で応援してください！

「情報収集だけ」「まだ考え中」「話を聞いてから考えたい」
という方も、まずはお気軽にお問い合わせください。

●世田谷の里親相談室 SETA-OYA

●「今後参加できるイベントについて知りたい」
　「自分にできることがあるか、情報収集しながら考えたい」

LINEInstagram

制度やイベントの申込みなど詳しくは「SETA-OYA」の
ホームページ（右記二次元コード）へ

▲ ▲ ▲

子どもの虐待防止推進講演会&養育家庭体験発表会
12月9日㈬　※詳しくは 区HP 19885 へ。

●虐待防止の話も合わせてききたい！

☎03-6379-2167 t-recruit@to-iku.or.jp

SETA-OYAについて
問（社福）東京育成園 里親支援センターともがき

研　修 座学と実習を行うSTEP❷

お問合せ 自分に合った預かり方を知るSTEP❶養育家庭（里親） 養子縁組里親

登　録 区長の決定を受けて登録するSTEP❸

迎える 子どもの紹介があり、生活を始めるSTART

　親の病気や死亡、虐待など、様々
な事情で生まれ育った家庭と離れて
暮らす子どもを、一定期間預かり、
子育てします。

　特別養子縁組によって養親になる
ことを希望する里親。縁組が成立す
るまでの期間、里親として子どもを
子育てします。

その他、親族里親、養育家庭（親族）、専門養育家庭（専門里親）があります。

里 親 の 種 別 子 ど も と の 生 活 が 始 ま る ま で

世田谷区には世田谷区には「里親支援センターともがき」
「里親支援センターともがき」があります！があります！
里親になるまでも、なってからも、里親家庭をサポートする機関です。訪問や電話での相談のほか、子育てに役立つ研修等も

行っています。
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制度やイベントの申込みなど詳しくは「SETA-OYA」の

▲ ▲ ▲

里親カフェ　11月22日㈰
●少人数で現役里親さんのリアルな話をききたい！

https://www.city.setagaya.lg.jp/02002/25858.html
https://www.city.setagaya.lg.jp/03648/19885.html
https://www.city.setagaya.lg.jp/02002/6253.html
https://seta-oya.com/?utm_source=newsletter&utm_medium=qrcode
https://www.instagram.com/setaoya/
https://lin.ee/3yBS3Fc



